
【議事資料１－２】

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 参考：振興計画改定後の数値目標
（目標年度：平成３２年度）

４６．８％ ４８．６％ ４７．２％ ５１．４％ ５１．５％

【上方修正】
週１回以上スポーツをする市民（２０
歳以上）の割合を７０％以上にしま
す。

男５７．９％
女４７．９％ － － － －

【新設】
３０分以上健康のために歩く７０歳以
上の割合を男性６６％、女性５６％
にします。

小学校
４５．８％ ７７．１％

［5.5/8］

４２．７％

［6/8］

５７．３％

［5/8］

４５．８％

［5.5/8］

中学校
５１．９％ ３７．０％

［5/9］

５９．３％

［6/9］

４６．３％

［5.5/9］

４２．６％

［7/9］

高等学校
５９．３％

(5.3/9)

６６．１％

(5.5/9)

５９．３％

(5.3/9)

６４．８％

(5.8/9)

５１．９％

(4.7/9)

５１．０％ ６３．２％ ５１．５％ ５６．４％ ４６．６％

3
４０．５％

(47.7％)

４８．０％

(57.5％)

４５．９％

（55.5％）

４７．９％

(57.7％)

４５．２％

（54.6％）

【変更】
国民体育大会に出場する広島県選
手に占める広島市選手（ふるさと選
手を含む。）の割合を６５％以上にし
ます。

4 ３７．２％ ３７．１％ ３７．０％ ３９．８％ ４１．７％ 【変更なし】

※ 数値目標１及び４の各年度の数値は、市民意識調査の結果によるものである（詳細は別紙のとおり）。

全　　　　　体

平成２７年度までの数値目標
（目標年度：平成３２年度）

現状分析と今後の取組について

1

週１回以上スポーツをする市民（２０
歳以上）の割合を３人に２人（６５％）
以上にします。

なし

数値目標の進捗状況と今後の取組について

国民体育大会に出場する広島県選手
に占める広島市選手の割合を５０％
以上にします。

※（ ）は、ふるさと選手を含む割合

トップス広島に加盟するチームの試合
を年１回以上会場で観戦した市民の
割合を５０％以上にします。

【数値目標１】　※詳細は別紙（表１）のとおり

○過去５年間の市民意識調査における最高値。

○市民意識調査の結果を分析すると、６０歳代及び７０歳代のスポーツをする人の割合は年々上
昇傾向にあり、シニア世代のスポーツに対する意識は着実に高まりつつあると考えられる。

○３０歳代のスポーツをしている人の割合は最も低い。

○３０歳代から４０歳代の普段運動をしない人に対するスポーツの普及に向けた取組を推進してい
く必要がある。

○身近な所でスポーツ・レクリエーションに親しむ習慣づけを促す必要がある。

○健康寿命の延伸の観点から、高齢世代の健康に焦点を当てた取組を強化する必要がある。

○東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機としたスポーツに対する市民意識の
高揚を図る必要がある。

【数値目標４】　※詳細は別紙（表２）のとおり

○過去５年間の市民意識調査における最高値。

○市民意識調査の結果を分析すると、平成２７年度は前年比で、６０歳代及び７０歳代の観戦率が
大幅に上昇。

○女性の観戦率は年々上昇傾向にあるものの、依然として、男性よりも１０％程度低い。

○今後、女性の観戦率の更なる増加に向けた取組を推進していくとともに、カープやサンフレッ
チェ以外のチームの観戦者の増加や市民のスポーツに対する意識の高揚に向けた取組を推進し
ていく必要がある。

【数値目標３】

○平成２７年度は前年比で、広島市選手の割合が減少。

○今後も国体を目指すジュニア選手の育成や競技力の向上に向けた取組を推進するとともに、国
体出場選手に対するサポート体制について積極的に検討する必要がある。

【数値目標２】

○平成２７年度は前年比で、（旧目標値である）新体力テストの結果における広島市の平均値が全
国の値以上となる割合が、小・中・高等学校のいずれにおいても減少。

○中学校では、（新目標値である）全国体力等調査において広島市の平均値が全国の値以上と
なる種目の割合の数値目標を達成。

○全国体力等調査（高等学校は新体力テスト）においては、いずれの校種においても、実施種目
数の半分以上の種目が全国の値以上。

○今後も引き続き、小・中・高等学校の児童生徒を対象とした体力向上に向けた施策に取り組む
必要がある。

2

新体力テストの結果に
おいて広島市の平均値
が全国の値以上となる
種目の割合を５０％以
上にします。

※（ ）は、新体力テスト
の種目数、[ ]は、全国
体力等調査の種目数

【変更】
全国体力・運動能力、運動習慣等調
査（高等学校は新体力テスト）の結
果において広島市の平均値が全国
の値以上となる種目の割合を小学
校７/８種目以上、中学校・高等学校
７/９種目以上にします。
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